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　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　２月　２０日　(水)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　松川　大輔　　記録者　本川　沙織　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・現在使用中のネームカードの磁気が弱くて使用できない、破損しているという方は2/29（金）までに庶務チームに「Ｎo・職種・氏名」をメールで送り、新しいカードを受け取るようにして下さい。

・発注（オーダリング）についてですが、「アテントファブリーズ」は生産中止となり、今後「ファブリーズ」のみの発注となります。

・2/26～2/28の期間、来客があり体育館を準備・後片付けをかねて使用しますので、病棟でのプログラム使用を控えていただきたいと思います。

　2/26は来客へみていただく品物の搬入、2/28は物品の搬出作業があり、危険もありますので患者様への連絡と共に体育館には近づかないように注意して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・永洞　恭子様～便秘傾向であることから、下剤　1×夕で７日分臨時処方となっています。腹部症状の観察や食事摂取量を観察し、水分補給をこまめに摂取して頂きましょう。

＜退院療養検討会＞

・松浦　佐恵子様（79）

主病名：アルツハイマー型認知症　　合併症：糖尿病　　感染症：梅毒
入院年月日：平成１９年６月１日

退院予定日：平成２０年２月２２日（金）９：３０
　

退院後は･･･みちのく記念病院（入院後リハビリ保養館へ入所予定）
ADL･･･全介助　食事はミキサー食（トロミなし）時にスプーンで摂取するが、食に対する意欲がない為スプーンを持っても遊んでいることがある。食事の最後に摂取した物を口腔内に溜め込んでしまう。

服薬：利尿剤・下剤
　　　糖尿病である為、インスリン注施行している（毎食前６単位・就床前４単位）
移動：車椅子→骨折の既往があり、転倒・転落等による骨折の可能性多い。
　　　下肢の関節が伸びて曲げる事は困難、他動運動によるリハビリを行っている為今後も必要である。

褥瘡：自力で動く事はできないので褥瘡発生率は高い。現在は褥瘡はないが、体位交換やプッシュアップ等の褥瘡予防策は重要である。

会話：成立しないが、声掛けには反応する。
　　　認知症の検査（HDS－R）は疎通とれないため施行不能。

精神症状：安定している。睡眠も良好。
生活機能回復訓練報告・検討
・佐々木たみ様～ドリル実施していますが、計算は出来ていますが日にちが分からず、また今までドリルを行っていたことを忘れている様子みられます。見当識（以前は月は答えることできていた）の低下がみられているため、声掛けなどで日にちを確認し、認知機能低下防止を図っていきましょう。

・佐々木みね様～声掛けにもプログラム参加せず自室で過ごしていること多い様子です。終了後に出てきてスタッフへ挨拶しますが、参加しない理由を身体不調を話しています。レクリエーション終了後出てきて雛人形飾りには参加しており表情穏やかです。見学だけでも参加促していきましょう。

・山下　ヨシ様～普段体操やレクリエーションには積極的に参加見られていますが、今週はレクリエーションなど参加せず自室で過ごしています。主治医から奇異な行動が目立ってきているとの情報もあり、注意して観察していきましょう。また、プログラムでの現実的な活動へ参加を促していきましょう。

・瀬川　はな様～発熱後、声掛けにも出てこないことが多くなっています。帰宅願望、独語やジェスチャーなども見られており、声掛けして今行っていることに注意が向けられるように介入しましょう。また、独語などが激しい時には環境調整し、落ち着くまで他者から離れた場所を提供していきましょう。

・福田　忠太様～同室者の世話を焼いていることあり、時に中傷するような発言聞かれています。他者へ過干渉とならないように介入していきましょう。プログラムには参加状況は良好で積極的に活動しています。ドリルも拒否なく行っており機能維持のため継続していきます。
＜連絡＞

・エレベーター前ホールに雛飾りを設置しています。人形や物品など持ち出さないようにお願いします。また、破損など見られたら連絡お願いします。

＜褥瘡状態報告＞

・三浦　一男様～臀部は改善傾向です。引き続き、体位交換・栄養状態の観察・創部の処置をしっかりと行なっていきましょう。
・佐々木　利男様～踵部改善され治癒です。再発しないように、褥瘡予防具等使用して、踵部の挙上し、栄養状態の観察・発赤等ないか全身皮膚状態の観察を行いましょう。
＜田名部Drケースカンファ＞
・田端　玲子様～現在、多弁・多動・他者とのトラブルは見られていません。
田名部Dr→御家族の意向を確認しながら、SWと連携をとり退院をすすめて

　　　　　　下さい。


・田名部Drより～北山様はノロウイルス検査陰性でした。患者様の嘔吐・下痢症状の有無について注目し看護して下さい。







